
令和７年度町政報告会



今日私がお話ししたいこと

〇私の町政に対する思い

☆なぜ今の時機にこの会を開くに至ったか

〇令和７年度まちづくり政策のポイント

〇９月議会で議論になった議案等について

☆こども第三の居場所づくり事業について

☆篠栗北地区産業団地について

☆オアシス篠栗の今後について



令和７年度まちづくり施策のポイント

現在篠栗町が取り組んでいること



◆水道事業

第１浄水場更新に関する官民連携発注支援業務委託及び用地購入

【経過年数】
1971年製 経過年数54年/耐用年
数50年 （建物）

・官民連携手法における第１浄水場更新
事業の発注、契約、実施、完了までを確
実かつ円滑に進めるための発注者支援
業務委託を実施。

・第１浄水場更新事業のための用地購
入を実施。

用地購入範囲

第１浄水場





◆こども家庭センター 設置

説明文、写真や資料の貼付



◆放課後児童クラブ整備事業

たけのこ児童クラブ(40人定員
×2支援単位)を新設。
勢門小学校で運営していた第4学
童を移転し、新たに１支援単位
増設。

◆篠栗町こども計画の策定

子育て支援のための施策の推進
や充実を図るべく、こども基本
法第10条第2項に定める「市町
村こども計画」等のこども•若
者施策関連計画として策定。



◆やまばと児童クラブ完成予想図



防災士資格取得補助金

制度が始まった令和２年度は１２行政区に２６人、令和３年
度は６行政区に１４人、令和４年度は５行政区に１１人、令
和５年度は５行政区に６人、令和６年度は６行政区に７人の
防災士資格取得者を配置できましたが、今年度は未配置地区
の６行政区へ配置できるよう促進します。また、昨年度から
引き続き防災士の知識向上や情報共有のための研修会を開催
します。

篠栗町消防団の機能強化

各車両の購入から２０～２５年経過し、老朽化が進み更新を行います。

1 小型動力ポンプ積載車（10台）の更新
山間部に配備する車両（2台）は、災害時の避難支援や救助などに活用できる電動リフト

  などの機能を備えます。
【配備先：乙犬班、大勢門班、田中班、金出班、庄班、明治班、新町班、上町班、城戸班、

山手班】

2 ポンプ自動車（２台）の更新
【配備先：津波黒班、尾仲班】

3  本部指令車•支援車の更新



駐輪場区画線設置工事

篠栗駅横のささぶりっじ（自由通路）下の駐輪場に区画線を設置。

さ
さ
ぶ
り
っ
じ

公衆トイレ
庁舎駐車場



公共施設等総合計画策定業務

公共施設の全体を把握し、財政負担を軽減・平準化するとともに、公共施設等
の最適な配置を実現するための計画書の策定を実施。

対象施設 ・主要建物 ・立体駐車場 ・駐輪場 ・運動施設
・集会場 ・児童館 ・公衆トイレ ・東屋など

行政手続きオンライン化の充実

町民の利便性向上を目指し、現在各種行政及びイベント等の手続き５２種類のオ
ンライン化の更なる充実



合併７０周年記念事業

◆記念ロゴマーク
町内の小中学生に作品を募り、
決定しました。

応募総数５７３点の中から 記念ロゴ
マーク

◆記念パンフレットの作成
町の７０年の足跡と未来に向けたメッセージを掲載

◆きて みて ささぐり商工フェスタ２０２５の開催
１１月１６日（日） 篠栗北地区産業団地で行います。

ほかにも、従来のイベントをアニバーサリー企画で実施する予定です。

篠栗町協働のまちづくり事業補助金交付要綱を一部改正

◆主な変更点
・地域団体活動事業の追加
２～４人の構成数で行う事業、補助限度額５万円

・同一団体の交付回数は年１回とし、同一事業の継続は３年を限度とする。
多くの方に地域活動を始めるためのきっかけづくりとして気軽に活用しても
らうため、一部改正しました。



記念ロゴマーク





◆国勢調査

国内の人及び世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得るこ
とを目的とし、１０月１日現在で実施するもの。前回は令和2年度に実施。



住居表示整備事業

令和７年１１月１日（土）実施

•尾仲一丁目 ～ 尾仲三丁目

（主に大字尾仲の区域の一
部）

•面 積：約 0.4 ㎢
•世帯数：約 1,230 世帯

•人 口：約 2,770 人

•筆 数：約 1,560 筆

※Ｒ7年3月末現在

※ 尾仲四丁⽬ 〜 尾仲⼋丁⽬は令和８年度に実施予定



住居表示整備事業

実施順番号①～⑪

実施順年度

町界実施済

部分）と、令和元年度から６年度までに住居表示を実施した区（
今後の実施予定。

R1～R11



使用している読み方と異なる場合

届出をしてください

戸籍に氏名の振り仮名を記載 令和７年５月26日 改正戸籍法施行

戸籍に氏名の振り仮名を記載するために、令和7年5月26日以降、本籍地の市区町村から、
戸籍に記載する予定の振り仮名をお知らせする通知を郵送します。

令和８年５月以降

通知されたフリガナが、戸籍に記載されます

【詐欺にご注意ください】
フリガナの届出に手数料はかかりません。
届出をしなくても罰則はありません。法務省サイト

「戸籍に振り仮名が記載されます」→

戸籍制度
マスコットキャラクター

コセキツネ

令和７年５月以降 戸籍に記載される予定の「氏名の振り仮名の通知」が届きます

（本籍地の市区町村から順次発送。篠栗町に本籍がある方への発送は7月を予定）

通知されたフリガナをまず確認！

通知されたフリガナが正しい場合

届出は不要です

マイナポータルでのオンライン届出も可能です 正しいフリガナが通知された場合は、
届出をしなくても、⼾籍に記載されるから安⼼!!



［参考］ 人 口 31,156人（令和6年1月1日現
在）

❖交付枚数 ２８,３８９枚

❖保有枚数 ２5,615枚

❖保有枚数率 82.2％

［ 全国 ］ 78.3％

［福岡県］ 78.2％

県内順位 3位

■令和7年３月末現在

糟屋地区 保有枚数率

新宮町 83 . 6％

篠栗町 82 . 2％

須惠町 81 . 9％

宇美町 79 . 7％

古賀市 80 . 2％

志免町 79 . 4％

粕屋町 80 . 0％

久山町 77 . 4％

交付枚数(累計) ： 再交付、更新を含むこれまでに交付されたカードの累計枚数

保有枚数 ： 現に保有されているカードの枚数

（ 交付枚数から死亡や有効期限切れなどにより廃止されたカードの枚数を除いたもの）

マイナンバーカード交付枚数（累計）
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• １枚で本人確認が可能

• コンビニ交付サービスが利用可能

• 健康保険証としての利用

令和６年１２月に、健康保険証はマイナンバーカードと一体にしたマイナ

保険証に移行、令和７年3月からは、マイナンバーカードに免許情報を記録す

ると、マイナンバーカードを運転免許証（マイナ免許証）として利用で

きるようになりました。

国は、デジタル社会の実現に向けた計画のひとつとして、マイナンバー

カードの機能拡充を

掲げており、将来的に暮らしの中でマイナンバーカードが役立つ場面が増え

ていきます。

• マイナンバーカードの安全性

• 利便性

• 外出困難な方、病院、施設等への出張申請受付

• マイナンバーカードや電子証明書の更新手続き

• 夜間及び休日窓口の開庁

マイナンバーカードの普及と利用促進

伝えます



子ども医療費・ひとり親家庭等医療・重度障がい者医療費



◆篠栗町福祉総合計画改定

🈟
🈟

【計画】

①地域福祉計画

②地域福祉活動計画

③高齢者保健福祉計画

④障がい者計画

⑤障がい福祉計画

⑥障がい児福祉計画

⑦成年後見制度利用促進計画

⑧認知症施策推進計画

⑨再犯防止推進計画

⑩犯罪被害者等支援推進計画 🈟

【期間】令和9年度～令和14年度

令和7年度

令和8年度

事業者選定、アンケート調査

「ささぐり福祉プラン」策定



◆篠栗町居住支援協議会設立
～住宅施策と福祉施策が連携した地域の居住支援体制の強化～

篠栗町居住支援協議会

居住支援法人
福祉関係団体

（社会福祉法人等）

篠栗町
（福祉課•都市整備課）

不動産関係団体
（宅建業者、賃貸住宅
管理業者、家主等）

〇居住支援協議会とは、低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子どもを育成する
家庭その他住宅の確保に特に配慮を要する者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促
進を図るため、地方公共団体や不動産関係団体、居住支援団体等が連携し、住宅確
保要配慮者及び民間賃貸住宅の賃貸人の双方に対し、住宅情報の提供等の支援を
実施するもの。



◆民生委員•児童委員協議会
民生委員・児童委員は地域の身近な相談相手、および見守り役として活動していただ
いています。※改選 令和7年12月１日 ～ 令和10年11月30日 （3年間）



◆ささぐり元気もん活動
ランチマット

元気もん情報冊子
介護予防知識を学ぶ

元気もんラボ
毎週木曜日
オアシス篠栗

高齢者の皆さんの「やっぱり元気でいたい」
を支援します！

元気もん教室
介護予防教室





ふるさと納税支援者拡大に向けた取組み

説明

魅⼒ある新規返礼品の開発
・北地区産業団地事業者（やまやコミュニケーションズ・篠栗
珈琲焙煎所・東洋冷蔵）と魅⼒ある新規返礼品の開発を推進
・福岡県共通返礼品である「明太⼦」や「もつ鍋」の提供事業
者の新規掘り起こし
・町内事業者の返礼品の開発⽀援

めんたいもつ鍋セット

めんたいうまだしセット

ボトルコーヒー 蜂蜜 百花蜜

e-BIKEレンタル

森林セラピー体験型返礼品

うまだし さつまいも

パナマゲイシャ



ふるさと納税への取組み

ｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸｻｰﾓﾝ 北皇さば ラッピングトラック運行（4/29～）

魅⼒ある新規返礼品の開発
・北地区産業団地事業者等と魅⼒ある新規返礼品の開発を推進

広告運⽤の⾒直し
・⼈気サイトを中⼼に有効なWEB広告を展開
・協⼒企業様とラッピングトラックの運⾏を開始

企業版ふるさと納税における寄附金の使途の明確化を図る。



オーガニックビレッジ宣言への取組み

内容
６月 試験圃場整備

（完了次第、試験作付）

７月～２
月

試験圃場での研修（６回程度）

９月 視察研修
１０月 有機農業推進計画案提示
１２月 有機農業推進計画協議
２月 講演会実施
３月 有機農業推進計画策定

（4月1日 オーガニックビレッジ宣
言へ）

試験圃場における研修会の様子

講演会の様子



有機農業産地づくり推進
「ささぐりの食と農を考える協議会」を中心に有機農業をはじめ環境に配慮した農業の推進に取り組む。

•有機農業の生産から消費までを一貫して、農
業者をはじめ事業者や地域内外住民を巻き込ん
だ地域ぐるみの取り組みを進めていきます。

篠栗町が５年後に⽬指す⽬標
①有機農業の生産面積の拡大

現状 Ｒ6 【1ha】 → Ｒ11【2.5ｈａ】

②有機農業に取組む農家数
現状 Ｒ6 【1人】 → Ｒ11【3人】

③有機農業に取組む新規就農者
Ｒ11【 2人】（5年間累計）

④有機農産物の教育機関への導入
現状 Ｒ6 【0品目】 → Ｒ11【2品目】

オーガニックビレッジ宣言を行いました。
有機農業実施計画を策定



地域おこし協力隊による産業振興

地域おこし協力隊（新規）が次の取組にチャレンジします。

地域おこし協力隊（オーガニックファーマー）
1 有機農業試験圃場での農作業
2 地元農家の下で農業研修
3 有機農産物のPR
4 有害鳥獣の捕獲に関する作業
5 地元猟友会との連携
6 その他、農業及び有害鳥獣対策のために必要な活動

地域おこし協力隊（ささぐり観光コンシェルジュ）
1 森の風•篠栗（森の案内人）の事務局運営
2 観光コンテンツの開発、関連イベント及びツアーの企画運営
3 観光情報の広報活動（ＳＮＳ、ホームページ、広報紙等）
4 地元企業や商店等と連携したツアー、イベントの企画運営
5 その他、観光協会が行う観光振興につながる活動



森林整備計画（森林環境譲与税等の活用）

森林（竹林）の整備及び経営管理
が不十分な森林の意向調査を実施

森林経営管理制度意向調査 森林資源解析業務委託

航空機等の機器で取得したデータを解析する
ことにより、樹高や樹種、蓄積等の資源情報
を効率よく、広範囲で収集

竹林整備事業（山間部）

城戸区、山王区、山手区
の荒廃した放置竹林等の
整備計画。
段階的に荒廃した放置竹
林等を整備し里山再生を
図る。



◆町中心拠点地区及び勢門校区オンサイトPPA事業

PPA事業+αの工夫

環境省HP PPAモデル

町有施設で避難所等となる防災拠点にPPA事業を展開し
、レジリエンスの強化を図る。蓄電池や電気自動車の
充放電設備を設置し、ブラックアウト発生時に対応す
る。

※レジリエンスとは、防災分野や環境分野で想定外の事態に対し社会や組織が機能を速やかに回復する強靭さをい   
う。

篠栗町役場を中心とした町公共施設と勢門小学校を中心とした町公共施設に太陽光パ
ネルを設置し脱炭素化を図るため、オンサイトPPA事業を行います。



◆公共施設PPA事業

オンサイトPPA（Power Purchase reement：電力販売契約）を利用し
て学校等に太陽光再生可能エネルギー設備を導入していきます。

令和6年度は、調査/計画のみ（令和7年度で設備設置）

◆篠栗北中学校及び記念体育館ＬＥＤ事業支援

太陽光パネル付きＬＥＤ街路灯や調光機能がついた照明等に変更し、技術的
な支援を実施しました。これにより約２０％の省エネが予測されます。

篠栗町社会体育館内
LED照明

太陽光パネル付
きLED街路灯

篠栗町記念体育館内
LED照明



◆篠栗小新校舎建設設計業務•工事
◆勢門小体育館長寿命化改修工事
◆北勢門小体育館長寿命化改修工事

勢門小

篠栗小

新校舎建設に伴う設計・工事

長寿命化改修工事

北勢門小



◆地域学校協働活動の推進

地域学校協働本部

篠栗学園 推進員 ５名
（篠中１・篠小２・勢門小２）

篠栗北学園 推進員 ２名
（篠北中１・北勢門小１）

地域学校協働活動
「地域学校協働活動」とは、地域住民、学生、保護者、ＮＰＯ、民間企業、団体•機関等の幅広
い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核
とした地域づくり」を目指して、学校と地域が相互にパートナーとして連携•協働して行う様々
な活動です。
次の時代を担う子どもたちに対して、どのような資質を育むのかという目標を共有し、学校と地
域が連携•協働します。

連
携
・

協
働

地域学校協働本部・推進員
協働本部は地域学校協働活動を推進するた
めの拠点であり、配置された推進員は地域
と学校をつなぐ役割を担います

連
携
・

協
働

地 域学 校





◆こどもの居場所支援事業の推進

拠点事業「フリースペースＳＨＩＮ」
令和7年夏、旧くすのき公園跡地に公益財団法人B&G財団の補助を受け新拠点施設が完成予定。
こどもの居場所事業を推進する。ＮＰＯ法人地域コミュニティセンターこころんが、町からの補助金で運営。

健康を支える食事

正しい生活リズム

保護者への

フォロー

体験活動•地域

とのつながり
第三の

居場所

学習サポート



電子図書館の普及を促進するた
め、利用方法等の情報提供を進
めていきます。

電子図書館システムの普及



文化祭（舞台発表）

スポーツ・文化芸術活動の推進

クリスマスコンサート

ささりんピック

様々なイベントを開催し、スポーツ・文化芸
術の発展につなげます。



生涯スポーツの普及促進、熱中症対
策や災害避難所機能の向上を目的に
合併50周年記念体育館に空調設備を
設置します。

社会体育施設の適正管理及び運用



基金と町の借入金の残高推移

40 億円

20 億円

0 億円

60 億円

80 億円

100 億円

120 億円

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

起債残高

うち臨財債等残高

基金残高

基金残高
3,206百万円

基金残高
3,922百万円

起債残高
11,325百万円

（3,161百万円）

起債残高
6,863百万円

（3,298百万円）



○税収（固定資産
税・法人税等）

○ふるさと寄付金

他の財源にて回収
見込み

北地区産業団地開発及び関連事業に対する考え方の再確認（令和2年9月10日）

篠
栗
町

開発事業主体
としての篠栗町

公共工事主体
（自治体）

としての篠栗町

津波黒法面防災工事

地元要望に基づく水路工事

下水道函渠新設工事

産業団地への給水施設工事

産業団地内道路開設事業工事

産業団地内造成工事

残土処理場新設工事

開発に伴う諸手続き関連費用

産業団地内下水道関連工事

若築建設+地
元業者へ発注

不動テトラ

地元業者

地元業者

事業用地売却
による収入

進出企業上下水
道料金にて回収

一般会計における
歳出

（であるという考え）

事業内訳 財源内訳

団地内有効利用可能な町有地

回収計画

6事業用地の
早期売却

令和4年度半ば
から操業開始





4款1項5⽬ 総合保健福祉センター運営費

45

○保健・医療対策の推進

12節 委託料 32,133千円

総合保健福祉センター⼤浴場改修設計業務委託

内容︓実態調査・解体（設備）設計、基本設計、
実施設計委託

期間︓令和8年7⽉下旬まで

温浴施設を廃⽌し、⼦育て⽀援を新たな中核とし
た『全世代の交流拠点』へと⽅針転換


